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農林水産施策の基本方向について

島根県では、平成２０年３月に、おおむね１０年後における農林水産業・農山漁村の将来像と基
本目標及び施策の基本方向等を明示した「新たな農林水産業・農山漁村活性化計画」基本計画を策
定しました。また、現在、この基本計画に基づく実践計画（行動計画）として、第２期戦略プラン
（平成２４～２７年度）を策定し、各地でプロジェクトを実行中であり、国の農政改革の進展や地
方創生の動きを踏まえ、地域の関係者などが一体となった施策展開を図ります。
本年度は、以下の基本的な考え方・方向により施策を展開します。

１ 基本的な考え方
①平成２７年度の予算編成にあたっては、最終年度を迎える「新たな農林水産業・農山漁村活性
化計画」の第２期戦略プラン（Ｈ２４～Ｈ２７）の着実な推進に向け、
○農林水産物の高付加価値化等の推進
○担い手対策の充実
○多様な地域資源を活用した戦略展開
◯農林水産業の振興や集落の維持等に必要な基盤整備

などを重点施策とし、農林水産業・農山漁村の持続的発展を図る
②地方創生の動き等に伴う制度、予算等の最大活用

２ 施策の展開方向
島根の農林水産業・農山漁村が目指すべき将来像

産業として自立する 暮らしと結びついた 活力ある元気な
農林水産業 農林水産業 農山漁村

企業的経営体による 経済的自立は困難ながら、高齢者や地域貢献 快適で、安心して暮らせ、

経済的に自立できる 型集落営農組織など様々な小規模な主体によ 訪れることで喜びを感

農林水産業の展開 る暮らしと結びついた多彩な農林水産業 じることができる

の展開 魅力ある農山漁村

持続的に発展する島根の農林水産業・農山漁村の実現
―地域の創意工夫を多様な主体の参画・協働による展開―

施策展開の基本方向

Ⅰ 県民の｢安心｣と｢誇り｣ Ⅱ 消費者に好まれる Ⅲ 地域の実情にあった
の実現 商品づくり 担い手づくり

Ⅳ 魅力ある農山漁村 Ⅴ 環境保全と多面的機能
づくり の維持増進

H27重点施策

①農林水産物の高付加価値化等の推進

②担い手対策の充実

③多様な地域資源を活用した戦略展開

④農林水産業の振興や集落の維持等に必要な基盤整備


